








請求内容に誤りがあるとしてレセプトを取り下げる場合、
介護事業所等へ確認の書類を送付し了承を得たうえで処理を行います。
そのため、どこに誤りがあるのか・どのように記載するべきかと
いう問い合わせが来ることも多いです。
そういった問い合わせに対して、教わったことや調べたことを
活かして対応し、理解が得られた時には大きな達成感を感じられます。

担当業務のおもしろいところは？

仕事のやりがいとは？

現在は審査部介護・障害者支援課介護適正化係に所属しています。
介護適正化係では主に、一度審査され介護報酬が支払われた後の
レセプトに対して、サービスの算定期間・回数が正当であるか、
同時に算定できないものがないか等の点検を行っています。
確認対象となったレセプトについては、介護事業所や医療機関等へ
確認し、誤りがある場合は取り下げる処理を実施しています。

知識や経験を積み重ねていくことで、できることが目に見えて
増えていくところです。
入社当初、国保連合会の業務については医療保険に関するもの
というイメージが強く、介護保険についての知識も乏しい状態でした。
その状態から、介護保険制度やサービスの算定ルール等の様々な
ことを学んでいくうちに、毎月の点検作業等もスムーズに行える
ようになり、自分のできる業務が増えていくのを感じられました。
まだ初めて見る事例が出てくることもあり、自分で調べたり先輩方に
聞いたりして答えを見つけていく過程はなかなか大変ですが、
後に同じような事例が出てきたときにその経験を生かせることも多く、
そういったところも面白いと感じます。

介護事業所等とのやり取りの中で、
自分の説明で納得して頂けた時に
やりがいを感じます。

どのような仕事を担当していますか？

担当業務のおもしろいところは？

仕事のやりがいとは？

現在はシステム管理部後期高齢システム管理課
後期高齢システム管理係に所属しています。
この係では、医療機関から請求される後期高齢者（主に 75 歳以上）
の医療保険に係る請求のシステムチェックや決定を行っています。
後期高齢者医療は、北海道後期高齢者医療広域連合という団体が運
営しており、北海道後期高齢者医療広域連合より様々な業務を
受託し、連携して業務に取り組んでいます。

入社後 2年間は審査部に所属しており、医療機関からの請求
（診療内容等）の審査を担当しました。その後、システム管理部へ
移動したことで、システムチェックの仕組みが
理解できるようになり、今まで分からなかった他部署の業務の
意味が分かるようになりました。
日々知らないことを学び理解できていると実感できた時は
おもしろさを感じています。

本会には、現在７つのクラブ（サッカー部・野球部・バドミントン部・
軽音楽部・卓球部・マラソン部・ヨガ部）が活動しております。

日々の業務の合間をみつけて、部員の
皆さんと楽しく汗を流しています。
デスクワーク中心の業務なので、日々の
運動不足解消に繋がるだけではなく、
普段業務で関わることのない方と
コミュニケーションを
取れるのも部活動の魅力
だと思います。
ぜひ私たちと一緒に楽しく
活動しましょう。

国保連合会の仕事は、国の制度等に準じて仕事を行っています。
国の制度等が変更になる度に、新しい制度に対応する必要が
あるため、他部署とも連携して意見を出し合い一丸となり、
よりよい運用方法を実現できた時は、とてもやりがいを感じます。

国保連合会のクラブ活動とは？

３年目
入社

どのような仕事を担当していますか？

８年目
入社

その中で私は、サッカー部・卓球部・
バドミントン部に所属しています。
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国民健康保険団体連合会

国民健康保険の全道の保険者 162 団体が、共同して国保事業の推進などの目的を達成するため

設立した公法人 （非営利団体） です。 全国 47都道府県にそれぞれ設立されています。

設立年月日　昭和 14年 (1939 年) 10 月 2日

私たちは、公的な医療保険制度を支える仕事をしています。

審査支払を行う診療報酬等

主な

事業

国民健康保険
診療報酬

介護保険
介護給付費

後期高齢者医療
診療報酬

障害者総合支援
障害介護給付費

保険者
北海道
市町村
広域連合及び国保組合

〈取扱件数及び診療報酬等の額〉
件 　 数 　約 5,226 万件 / 年
支 払 額 　約 1兆 9,923 億円
　　　　　　　（令和５年度）
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（税
）を
納め
る

❶保
険証
を交
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る❸診療をする

❺医
療費
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求す
る

❹総医療費の一部負担金を支払う

❼医療費の保険給付分を支払う診療報酬等の審査支払業務

保険者の委託を受けて、保険医療機関
（病院など）から医療費の請求として提出
される診療報酬明細書（レセプト）等が
適正であるか審査・決定を行い、医療費
を保険者等に請求し、受領した診療報酬
などを保険医療機関に支払う業務です。

❻医療費の保険給付分を請求する

保険者 (市町村等）保険医療機関（病院等）など

被保険者 ( 国保加入者）

国保連合会
(審査委員会）

１１

8 時 45 分～ 17 時 15 分
（昼休み 12 時 15 分～ 13 時）

休日
完全週休 2日制（土曜・日曜）
祝祭日・年末年始（12 月 29 日～ 1月 3日）

勤務地
札幌市中央区（原則、転勤なし）
※令和６年度は東京都（国保中央会・厚生労働省）へ
　３名研修派遣あり

勤務時間

休 暇 福利厚生

など各種休暇制度有り

給料・賞与等は北海道職員給与条例の例による。

月給 226,600 円
（内訳　基本給 220,000 円、地域手当 6,600 円）

※その他諸手当
扶養手当、住居手当、通勤手当、
寒冷地手当、時間外手当（全額支給）

給　与 社会保険

・健康保険・厚生年金
・雇用保険・労災保険

産前産後休暇や育児休業（男性の場合は出生時育児休業）の
制度がありますので、子育てをしながら仕事を続けることが出来ます。

国保連合会には、職員が組織する職員福利厚生会があり、
その会の運営で次の部活動を行っています。

体育系：野球部、サッカー部、バドミントン部、卓球部、
　　　　マラソン部、Yoga 部
文科系：軽音楽部

Q1　何か資格を持っていれば有利になりますか？

Q2　仕事に対するやりがいは？

有利になることはありません。特別な資格や知識などがなくても、
採用後は、先輩方がマンツーマンで指導してくれるので、
安心してください。

国民健康保険事業の運営は、国民健康保険の加入者の保険料や
国民の税金等で賄われています。その保険料や税金等が適正に
使われるためには、厳正かつ公正な医療費の審査支払事務が
必要不可欠であり、それを担っているのが国保連合会であります。
医療保険制度を支えるやりがいのある仕事です。

Q3　出産や子育てをしながら仕事を続けることはできますか？

Q4　職場の雰囲気は？

Q5　運営財源は？

和やかな雰囲気でコミュニケーションの活発な職場です。

会員である保険者からの負担金及び手数料並びに国及び
北海道からの補助金を財源に運営しています。また、業務
運営費は約 134 億円（令和６年度予算）となっております。

Q6　クラブ活動などはありますか？

・「カフェテリアプラン」
　自分のライフスタイルにあった活動の応援
　（各種教室への参加、芸術鑑賞、スポーツ観戦、
　保健衛生品購入等）
・部活動への助成
・慶弔に対する支給や助成
　（結婚・出産に伴うお祝い、医療費の助成など）
・インフルエンザ予防接種への助成
・図書の貸出し（年に一度、貸出し図書の購入希望も募ります）

全て一定条件下で上限もありますが、
このほかにも様々あり種類豊富です！

採用について

採用に関するQ&A

年次有給休暇 病気休暇 結婚休暇夏季・冬季
休暇

産前産後休暇 育児休暇 介護休暇出生サポート
休暇
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実務的な業務を処理するためのスキルは、入社してから専門研修、OJT を通じて習得します。
入社に際しては次のような人材を求めています。

目的意識を持ち、実現に向かって
強い意欲と忍耐力を有する人。

しっかりとした「学力」と
「見識」を備える人。

人の意見を傾聴し、十分に理解できると
ともに、自分の考えを持ち、わかりやすく
人に伝えることができる人。

【 公的な業務 】

診療報酬の審査・支払業務は医療費の適正化に
重要な役割を果たすものであり、
その業務運営は、保険者からの手数料や国等の
補助金などを財源としています。

【 高度な専門性 】

診療報酬明細書の審査は「診療報酬
の算定方法（厚生労働省大臣告示）」
に基づき行い、保険医療に関する
高度な専門知識が必要となります。

【 情報システムの活用 】

複雑な診療報酬の審査及び支払を
行うため、業務処理の大部分をシステム化
しておりますので、審査の専門知識と
ともに IT に関する知識も必要となります。

国保連合会の機構図

国保連合会の特徴

期待する職員像
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保険者事務

共同電算処理事業 保険者が行う国民健康保険の事務のうち、
各保険者に共通する事務を一元的に共同処理することにより、
事務精度の向上と処理の迅速化を促進し、
併せて国保事務の効率的な運営を図るため、
業務システムを構築して共同処理事業を行っています。

国民健康保険制度の普及啓発及び
健康づくりを推進するため、各種広報媒体を活用した効果的な
広報の啓発活動を行っています。
保険者等及び関係機関に対して、事業の円滑な運営を図ることを
目的に広報誌のホームページへの掲載及びポスター・リーフレット等の
配布を行っています。

医療保険者に義務化されている特定健診・
特定保健指導について、データ管理、費用決済、
法定報告作成等を代行するとともに、
特定健診等情報の提供及び活用などの支援を行っています。

北海道後期高齢者医療広域連合から
受託し、北海道後期高齢者医療広域連合
電算処理システムの管理運営業務等を行っています。

国民健康保険事業の運営の安定化を図るため、
市町村が行う保健事業等に関する調査研究及び
市町村相互間の連絡調整を行うとともに、
保健事業等に関し、専門的な技術又は知識を有する者を
派遣するほか、情報の提供その他の必要な支援を行っています。

後期高齢者医療

広域連合支援事業

特定健診・

特定保健指導等

データ管理業務

その他

の事業

保健事業

広報事業
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事務局長 事務局次長

総務部

事業部

審査部

総務課（総務係・企画推進係・人事管理係・給与厚生係）

財務課（財務係・会計係）

事業推進課（事業管理係・国保事業支援係・介護・福祉事業支援係）

保健事業課（健康管理係・データヘルス推進係・特定健診係・保健活動支援係）

業務支援課（第三者求償係・二次点検係・後期業務係）

審査管理課（審査管理係・事務共助指導係・システム管理係）

審査調整課（過誤係・再審査第１係・再審査第２係）

審査第１課（歯科係・調剤係・療養費係）

審査第２課（医科第１係・医科第２係・医科第３係・医科第４係）

介護・福祉課（介護管理係・介護審査係・福祉支援係）

理事長
副理事長

理事 監事

３部10課32係
職員数：約300名



北海道国民健康保険団体連合会　総務部総務課

〒060-0062　札幌市中央区南２条西 14 丁目　国保会館

T E L ：011-231-5161
MAIL：syokuin@hokkaido-kokuhoren.or.jp

ホームページ
はこちら


